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涯学習課長からは、山形綜合舞台サービスが会

社としてお借りしたものだと思うとの答弁を受

けたところであります。 

 採決の結果、本案は、全員一致で原案のとお

り可決すべきものと決定いたしました。 

 以上で、文教常任委員会の報告を終わります。 

○渋谷佐輔議長 委員長の報告が終わりました。 

 ただいまの報告に対し、ご質疑ございません

か。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○渋谷佐輔議長 質疑もないので、質疑を終結い

たします。 

 それでは、日程第８、議案第16号 指定管理

者の指定についてから日程第12、議案第20号 

指定管理者の指定についてまでの５件について、

討論の通告がありませんので、討論を終結し、

順次採決いたします。 

 まず、日程第８、議案第16号 指定管理者の

指定についての１件について、文教委員長の報

告は原案可決であります。文教委員長報告のと

おり決するに賛成の議員の起立を求めます。 

  （起立全員） 

○渋谷佐輔議長 起立全員であります。 

 よって、議案第16号は、文教委員長報告のと

おり決定いたしました。 

 次に、日程第９、議案第17号 指定管理者の

指定についての１件について、文教委員長の報

告は原案可決であります。文教委員長報告のと

おり決するに賛成の議員の起立を求めます。 

  （起立全員） 

○渋谷佐輔議長 起立全員であります。 

 よって、議案第17号は、文教委員長報告のと

おり決定いたしました。 

 次に、日程第10、議案第18号 指定管理者の

指定についての１件について、文教委員長の報

告は原案可決であります。文教委員長報告のと

おり決するに賛成の議員の起立を求めます。 

  （起立全員） 

○渋谷佐輔議長 起立全員であります。 

 よって、議案第18号は、文教委員長報告のと

おり決定いたしました。 

 次に、日程第11、議案第19号 指定管理者の

指定についての１件について、文教委員長の報

告は原案可決であります。文教委員長報告のと

おり決するに賛成の議員の起立を求めます。 

  （起立全員） 

○渋谷佐輔議長 起立全員であります。 

 よって、議案第19号は、文教委員長報告のと

おり決定いたしました。 

 次に、日程第12、議案第20号 指定管理者の

指定についての１件について、文教委員長の報

告は原案可決であります。文教委員長報告のと

おり決するに賛成の議員の起立を求めます。 

  （起立全員） 

○渋谷佐輔議長 起立全員であります。 

 よって、議案第20号は、文教委員長報告のと

おり決定いたしました。 
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○渋谷佐輔議長 次に、厚生常任委員会の審査の

報告を求めます。 

 蒲生光男委員長。 

  （蒲生光男厚生常任委員長登壇） 

○蒲生光男厚生常任委員長 平成30年第２回市議

会定例会において厚生常任委員会に付託になり

ました議案７件について、審査をいたしました

経過と結果についてご報告を申し上げます。 

 本委員会は、会議日程に従い、去る３月12日

に開催し、委員全員出席のもと、当局関係者の

出席を求め、審査をいたしております。 

 それでは、議案第21号 指定管理者の指定に

ついて申し上げます。 

 本案は、社会福祉法人長井市社会福祉協議会
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を指定管理者に指定し、長井市豊田児童センタ

ーの管理を行わせるため提案されたものであり

ます。 

 質疑に入り、委員からは、選定委員会におい

て今後市の保育行政を理解している人がいなか

った場合のことを想定しているのかとの質疑が

なされ、厚生参事からは、まだ想定していない

が、事務局側に伝えて今後検討していきたいと

の答弁を受けたところであります。 

 採決の結果、本案は、全員一致で原案のとお

り可決すべきものと決定いたしました。 

 次に、議案第27号 長井市指定居宅介護支援

等の事業の人員及び運営に関する基準等を定め

る条例の設定について申し上げます。 

 本案は、地域における医療及び介護の総合的

な確保を推進するための関係法律の整備等に関

する法律の施行に伴う介護保険法の改正により、

指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関

する基準等を定めるため、提案されたものであ

ります。 

 質疑に入り、委員からは、「苦情処理や事故

発生時の対応のため、第三者委員会等を設ける

考えはるのか」との質疑がなされ、福祉あんし

ん課長からは、「今のところ第三者の調査等は

考えていない」との答弁を受けたところであり

ます。 

 さらに、委員からは、「市内の事業所で経過

措置期間内に主任介護専門員の配置が難しい等

の情報があるのか」との質疑がなされ、福祉あ

んしん課長からは、「多少の不安はあるという

話は聞いているが、可能であるとのことだっ

た」との答弁を受けたところであります。 

 また、委員からは、他の自治体では条例の設

定に当たりパブリックコメントを求めていると

ころもあるようだが、長井市ではどうかとの質

疑がなされ、福祉あんしん課長からは、市民か

ら意見を聞くことは必要だが、パブリックコメ

ントまでは求めていないとの答弁を受けたとこ

ろであります。 

 採決の結果、本案は、全員一致で原案のとお

り可決すべきものと決定いたしました。 

 次に、議案第30号 長井市国民健康保険給付

基金の設置管理処分に関する条例の一部を改正

する条例の制定について申し上げます。 

 本案は、持続可能な医療保険制度を構築する

ための国民健康保険等の一部を改正する法律の

施行に伴う所要の改正を行うため、提案された

ものであります。 

 質疑に入り、委員からは、県内全ての自治体

で給付基金から財政調整基金に名称が変更とな

るのかとの質疑がなされ、市民課長からは、変

更されるものと考えているとの答弁を受けたと

ころであります。 

 さらに、委員からは、国民健康保険の財政運

営は県が主体となるが、組織体制はどうなるの

かとの質疑がなされ、市民課長からは、後期高

齢者医療広域連合とは異なり、県の担当部署と

それぞれの自治体で事務を行うことになるとの

答弁を受けたところであります。 

 採決の結果、本案は、全員一致で原案のとお

り可決すべきものと決定いたしました。 

 次に、議案第32号 長井市後期高齢者医療に

関する条例の一部を改正する条例の制定につい

て申し上げます。 

 本案は、高齢者の医療の確保に関する法律の

一部を改正する法律の施行に伴う所要の改正を

行うため、提案されたものであります。 

 採決の結果、本案は、全員一致で原案のとお

り可決すべきものと決定いたしました。 

 次に、議案第33号 長井市介護保険条例の一

部を改正する条例の制定について申し上げます。 

 本案は、介護保険料の改定に伴い、所要の改

正を行うため、提案されたものであります。 

 質疑に入り、委員からは、県内各市町村の保

険料の状況はどうなっているのかとの質疑がな

され、福祉あんしん課長からは、各市町村でま
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だ議会を通っていない状況だが、聞き取りをし

た段階では、県内13市の中で長井市は高いほう

から７番目、置賜の中では高いほうから３番目

という状況だったとの答弁を受けたところであ

ります。 

 さらに、委員からは、平成30年度から32年度

の間に新たに開設する施設はあるのか、また、

これまでも計画どおりいかずに先送りとなった

事例があったが、そうなった場合どのように考

えるのかとの質疑がなされ、福祉あんしん課長

からは、ことし１月に訪問看護事業所が開設し、

それ以降は平成32年度に養護老人ホーム内で特

定施設入所者生活介護を行っていくと聞いてい

る、あくまでも計画であるため、実施できない

となれば、次の計画期間に先送りすることとな

るとの答弁を受けたところであります。 

 さらに、委員からは、養護老人ホームおいた

ま荘が平成32年度からの民営化に向けた計画を

出しているが、今回の第７期計画ではその部分

も入っているのかとの質疑がなされ、福祉あん

しん課長からは、おいたま荘の介護の部分も入

れて計画しているとの答弁を受けたところであ

ります。 

 討論に入り、委員からは、このたびの第７期

計画では介護保険料の負担軽減も行われ、引き

上げ幅も少ないが、３年ごとの改定のたびに引

き上げざるを得ない状況となっている。低所得

の高齢者世帯は負担の限界に達しているため、

一般会計からの繰り入れを行うことで保険料の

引き上げはしないようにすべきである。よって、

このたびの改正には反対であるとの意見が出さ

れたところであります。 

 採決の結果、本案は、賛成多数で原案のとお

り可決すべきものと決定いたしました。 

 次に、議案第34号 長井市指定地域密着型サ

ービスの事業の人員、設備及び運営に関する基

準等を定める条例等の一部を改正する条例の設

定について申し上げます。 

 本案は、厚生労働省令の一部改正に伴い、関

係する条例の所要の改正を行うため、提案され

たものであります。 

 採決の結果、本案は、全員一致で原案のとお

り可決すべきものと決定いたしました。 

 次に、議案第35号 長井市斎場の設置及び管

理に関する条例の一部を改正する条例の制定に

ついて申し上げます。 

 本案は、斎場改修工事により控室を和室から

洋室に改修したことに伴い、提案されたもので

あります。 

 質疑に入り、委員からは、大変きれいになっ

てよかったと思っているが、市民の意見や傾向

はどうかとの質疑がなされ、市民課長からは、

明るくなり、室温も一定となったため過ごしや

すいという評価をいただいているとの答弁を受

けたところであります。 

 さらに、委員からは、職員の控室や周辺で不

備な点や課題となっている箇所はないのかとの

質疑がなされ、市民課長からは、喫煙所や外壁

等が課題となっている、職員の控室については、

指定管理業者と協議を行った結果、このたびの

改修には含めなかったが、今後も必要に応じて

協議していきたいとの答弁を受けたところであ

ります。 

 採決の結果、本案は、全員一致で原案のとお

り可決すべきものと決定いたしました。 

 以上で、厚生常任委員会に付託になりました

案件審査の報告を終わります。 

○渋谷佐輔議長 委員長の報告が終わりました。 

 ただいまの報告に対し、ご質疑ございません

か。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○渋谷佐輔議長 質疑もないので、質疑を終結い

たします。 

 それでは、日程第13、議案第21号 指定管理

者の指定についてから日程第16、議案第32号 

長井市後期高齢者医療に関する条例の一部を改
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正する条例の制定についてまでの４件について、

討論の通告がありませんので、討論を終結し、

順次採決いたします。 

 まず、日程第13、議案第21号 指定管理者の

指定についての１件について、厚生委員長の報

告は原案可決であります。厚生委員長報告のと

おり決するに賛成の議員の起立を求めます。 

  （起立全員） 

○渋谷佐輔議長 起立全員であります。 

 よって、議案第21号は、厚生委員長報告のと

おり決定いたしました。 

 次に、日程第14、議案第27号 長井市指定居

宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基

準等を定める条例の設定についての１件につい

て、厚生委員長の報告は原案可決であります。

厚生委員長報告のとおり決するに賛成の議員の

起立を求めます。 

  （起立全員） 

○渋谷佐輔議長 起立全員であります。 

 よって、議案第27号は、厚生委員長報告のと

おり決定いたしました。 

 次に、日程第15、議案第30号 長井市国民健

康保険給付基金の設置管理処分に関する条例の

一部を改正する条例の制定についての１件につ

いて、厚生委員長の報告は原案可決であります。

厚生委員長報告のとおり決するにご異議ござい

ませんか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○渋谷佐輔議長 ご異議なしと認めます。 

 よって、議案第30号は、厚生委員長報告のと

おり決定いたしました。 

 次に、日程第16、議案第32号 長井市後期高

齢者医療に関する条例の一部を改正する条例の

制定についての１件について、厚生委員長の報

告は原案可決であります。厚生委員長報告のと

おり決するにご異議ございませんか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○渋谷佐輔議長 ご異議なしと認めます。 

 よって、議案第32号は、厚生委員長報告のと

おり決定いたしました。 

 次に、日程第17、議案第33号 長井市介護保

険条例の一部を改正する条例の制定についての

１件について、討論の通告がありますので、順

次発言を許可します。 

 初めに、議席番号８番、今泉春江議員。 

  （８番今泉春江議員登壇） 

○８番 今泉春江議員 日本共産党の今泉春江で

ございます。 

 私は、議案第33号 長井市介護保険条例の一

部を改正する条例の制定について反対いたしま

す。 

 介護保険は、３年ごとに計画が立てられ、介

護保険料が改定されます。このたびの７期の介

護保険料については、調整交付金減額による影

響、介護報酬改定による影響、消費税引き上げ

に伴う影響などを考慮し、基金なども取り崩し、

繰り入れされ、算定された介護保険料は、６期

保険料5,640円から７期は5,980円と示され、大

幅な引き上げにはなりませんでしたが、県内13

市で高いほうから７番目となっています。また、

介護保険料は、所得税、住民税、国保税に比べ

ても逆進性が強く、低所得者にとっては重い負

担になります。しかし、３年ごとの改定では、

いつも引き上げざるを得ない状況になっていま

す。 

 この第一義的な責任は、介護保険制度の発足

の国庫負担をそれまでの２分の１から４分の１

に引き下げた国にあります。国に国庫負担をも

とに戻すことを求めていかなくてはなりません。

低所得の高齢者は、年金や医療費などの社会保

障費が削減され、そこに消費税の引き上げでさ

らに生活は苦しく、介護保険料の負担は限界に

達しています。介護保険事業は自治事務であり、

市町村は生存権の保障を定めた憲法第25条の精

神に立ち、一般会計からの繰り入れを行い、引

き上げないようにすべきです。こうした立場か
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ら、引き上げには反対です。 

 以上、反対の意見を申し上げ、議案第33号 

長井市介護保険条例の一部を改正する条例の制

定に反対します。 

○渋谷佐輔議長 次に、議席番号１番、宇津木正

紀議員。 

  （１番宇津木正紀議員登壇） 

○１番 宇津木正紀議員 長井創生の宇津木正紀

であります。 

 私は、議案第33号 長井市介護保険条例の一

部を改正する条例の制定について、賛成の立場

から討論を行います。 

 このたびの改正は、平成30年度から平成32年

度までの第７期介護保険料を決定するための改

正であります。新保険料への改正は、主に以下

７点が要因となっております。①介護職員処遇

改善加算。介護保険を維持する最大の現在の課

題は、介護人材を確保することであります。介

護職員処遇改善加算は、勤続年数10年以上の介

護福祉士に月額８万円相当の処遇改善を行うこ

とを算定根拠としたものであります。２つ目が、

介護報酬改定プラス0.54％、３つ目が市税推計

分に介護離職ゼロによる追加需要分をプラスし

ていること、４つ目が介護保険の財源の割合の

変更であります。第１号被保険者保険料が22％

から23％へ、第２号被保険者保険料、40歳から

60歳の現役世代でありますが、28％から27％と、

現役世代の負担を軽減すること。５つ目が、消

費税率の見直しであります。平成31年10月から

消費税率が８％から10％となります。６つ目が

財政調整交付金の交付割合の変更であります。

こちらは7.8％から7.09％となります。最後の

７つ目が上乗せ分であります。特定施設入居者

生活介護施設の新設、25人分の上乗せでありま

す。同じく上乗せ分として、訪問看護の利用者

20人分の上乗せを見込んでおります。 

 介護保険準備基金の取り崩し、３年で１億

6,700万円の取り崩しを予定し、566円の減額の

努力を行っております。これまでの第６期保険

料の月5,640円から、これからの第７期保険料、

月5,980円、340円の改定は、介護保険制度を維

持するためにやむを得ないことであります。新

保険料は、13市や置賜地区でもほぼ中庸であり、

改定率の伸び率は６％で、低いほうであります。

標準の段階は９段階でありますが、長井市は11

段階であり、低所得者層に配慮し、保険料を厚

く軽減しております。 

 これらのことから、議案第33号 長井市介護

保険条例の一部を改正する条例の制定について

の賛成討論といたします。議員の皆様のご賛同

をよろしくお願いします。 

○渋谷佐輔議長 通告による討論が終わりました。 

 これから採決いたします。 

 議案第33号の１件について、厚生委員長の報

告は、原案可決であります。厚生委員長報告の

とおり決するに賛成の議員の起立を求めます。 

  （起立多数） 

○渋谷佐輔議長 起立多数であります。 

 よって、議案第33号は、厚生委員長報告のと

おり決定いたしました。 

 次に、日程第18、議案第34号 長井市指定地

域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営

に関する基準等を定める条例等の一部を改正す

る条例の設定についての１件について、討論の

通告がありませんので、討論を終結し、採決い

たします。 

 議案第34号について、厚生委員長の報告は原

案可決であります。厚生委員長報告のとおり決

するにご異議ございませんか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○渋谷佐輔議長 ご異議なしと認めます。 

 よって、議案第34号は、厚生委員長報告のと

おり決定いたしました。 

 次に、日程第19、議案第35号 長井市斎場の

設置及び管理に関する条例の一部を改正する条

例の制定についての１件について、討論の通告
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がありませんので、討論を終結し、採決いたし

ます。 

 議案第35号の１件について、厚生委員長の報

告は原案可決であります。厚生委員長報告のと

おり決するにご異議ございませんか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○渋谷佐輔議長 ご異議なしと認めます。 

 よって、議案第35号は、厚生委員長報告のと

おり決定いたしました。 

 

 

 産業・建設常任委員会審査報告 

 

 

○渋谷佐輔議長 次に、産業・建設常任委員会の

審査の報告を求めます。 

 梅津善之委員長。 

  （梅津善之産業・建設常任委員長登壇） 

○梅津善之産業・建設常任委員長 おはようござ

います。 

 平成30年第２回市議会定例会において産業・

建設常任委員会に付託になりました議案６件に

ついて、審査いたしました経過と結果について

ご報告申し上げます。 

 本委員会は、会議日程に従い、去る３月13日

に開催し、委員出席のもと、当局関係者の出席

を求め、審査いたしております。 

 なお、議案の当該箇所につきましては、現地

踏査をいたしましたことを申し添えます。 

 それでは、議案第22号 指定管理者の指定に

ついて及び議案第23号 指定管理者の指定につ

いての２件について、関連がありますので一括

して申し上げます。 

 議案第22号では、長井市伊佐沢地区公民館運

営協議会を指定管理者に指定し、長井市多目的

研修センター向山荘の管理を行わせるため、ま

た議案第23号では、長井市伊佐沢地区公民館運

営協議会を指定管理者に指定し、長井市伊佐沢

コミュニティ施設の管理を行わせるため、それ

ぞれ提案されたものであります。 

 採決の結果、議案第22号及び議案第23号は、

いずれも全員一致で原案のとおり可決すべきも

のと決定いたしました。 

 次に、議案第24号 市道路線の認定について

及び議案第25号 市道路線の廃止についての２

件について、関連がありますので一括して申し

上げます。 

 議案第24号では、観光交流センターの建設に

伴う２路線、市道新設に伴う１路線について市

道路線の認定を行うため、また議案第25号では、

観光交流センター建設に伴う１路線を廃止する

ため、それぞれ提案されたものであります。 

 採決の結果、議案第24号及び議案第25号は、

いずれも全員一致で原案のとおり可決すべきも

のと決定いたしました。 

 次に、議案第36号 長井市都市公園条例の一

部を改正する条例の制定について申し上げます。 

 本案は、都市公園法施行令の一部改正に伴い、

都市公園に設ける運動施設の敷地面積率に係る

規定の追加と関係規定の整備を図るため及び長

井市あやめ公園テニスコートの大規模改修に伴

い、使用料等の改定をするため提案されたもの

であります。 

 採決の結果、本案は、全員一致で原案のとお

り可決すべきものと決定いたしました。 

 次に、議案第37号 長井市特別用途地区建築

条例の一部を改正する条例の制定について申し

上げます。 

 本案は、建築基準法の改定に伴い、引用する

関係規定の整合を図るため提案されたものであ

ります。 

 採決の結果、本案は、全員一致で原案のとお

り可決すべきものと決定いたしました。 

 以上で、産業・建設常任委員会に付託になり

ました案件審査の報告を終わります。 

○渋谷佐輔議長 委員長の報告が終わりました。 


